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士

東
亜
民
族
の
形
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文
麿
博
士

日
本
経
済
史
研
究
の
殺
展
一

経
ぃ
川
県
博
士

理
論
撃
と
し
て
の
日
本
経
済
皐

経
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川
山
市
十
博
士

産
業
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経
仲
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支
那
の
枇
曾
成
層

八
八、

支

那

ジ〉

祉
ノ.，..
間

成

層

"オ
J

H
Hハ

部

青予

治

一
生
苦
如
此
、
長
茨
陳
村
民
と
は
、
詩
人
自
然
天
が
朱
陳
付
と
題
せ
る
一
一
長
篇
中
我
生
相
義
郷
、
少
小
泉
且
貧
、
徒
皐
排
是
非
、

祇
白
取
辛
勤
、
世
法
貴
名
殺
、

士
人
草
冠
婚
、

以
此
白
経
桔
、
信
潟
大
謬
人
と
し
、
以
下
自
己
の
略
歴
を
一
一
試
せ
る
末
に
結
び
し
句
な

り
、
而
し
て
そ
の
前
に
所
謂
朱
陳
村
を
叙
す
る
と
と
左
の
如
し
。

徐
州
古
泣
牒
、
有
村
臼
朱
陳
、
去
廓
百
飴
里
、
桑
腕
青
気
気
、
機
竣
聾
札
札
、
牛
時
鑑
定
伝
転
、
女
波
澗
中
水
、
男
お
山
上
薪
、

感
遠
官
事
少
、
山
深
人
俗
淳
、
有
財
不
行
商
、
有
丁
不
入
軍
、
家
家
守
村
業
、
頭
白
不
出
門
、
生
第
陳
村
氏
、
死
潟
陳
村
盤
、

田
中
老
興
幼
、
相
見
何
欣
欣
、

一
村
時
間
姓
、
世
世
震
婚
姻
、
親
疎
居
有
族
、
少
長
俳
有
翠
、
責
鶏
興
白
酒
、
数
合
同
不
隔
旬
、

生
者
不
遠
別
、
嫁
要
先
近
都
、
死
者
不
透
葬
、
墳
墓
多
建
材
、
既
安
生
興
死
、
不
苦
形
興
榊
、
所
以
多
士
吉
町
考
、
往
々
見
玄
孫
、

こ
は
賓
に
支
那
原
始
的
共
産
村
の
代
表
的
風
物
詩
と
す
ぺ
き
所
、
而
し
て
叉
支
那
社
舎
構
成
分
子
と
し
で
今
猶
重
き
を
な
せ
る
農

村
中
、
之
と
相
去
る
こ
と
速
か
ら
ざ
る
も
の
砂
か
ら
ざ
る
べ
し
と
な
し
得
ぺ
き
所
な
り
、
さ
れ
ど
枇
舎
の
全
構
成
に
就
き
視
せ
ん
か

農
村
を
基
底
と
し
て
数
成
暦
を
築
き
得
た
り
、
推
敵
す
る
と
と
未
だ
甚
だ
足
ら
宇
意
に
充
た
ざ
る
こ
と
蓬
き
も
、
本
特
別
務
費
行
の
一

趣
旨
を
敬
重
す
る
の
念
は
深
き
に
依
り
、
今

Him--oロ
円
角
川
【

[
O

が
、
そ
の
著
支
那
歴
史
及
文
化
中
設
く
所
を
骨
子
と
し
て
多
少
の
補
訂



を
加
へ
、
倉
皇
此
一
短
編
を
草
し
て
寄
ず
る
こ
と
爾
り
。

一一

支
那
文
明
上
目
立
ち
た
る
特
色
の
一
つ
は
諸
枇
曾
闘
係
を
寧
重
す
る
に
あ
り
、
支
那
哲
皐
は
そ
の
一
指
導
目
的
と
し
て
秩
序
る
る

枇
舎
の
達
成
及
維
持
を
掲
げ
た
り
、
久
し
く
図
家
並
に
王
土
の
文
数
及
道
徳
田
外
を
風
嗣
挿
し
た
る
孔
子
数
は
人
K

相
互
間
の

E
し
き
開

係
に
大
左
る
重
鮎
を
置
き
た
り
、
印
ち
孔
子
は
五
倫
を
分
ち
親
義
別
序
信
の
守
る
べ
き
を
教
へ
、
仁
義
陣
智
の
名
を
示
す
、
(
白
虎
通

及
漢
書
宜
伸
侍
惇
中
是
等
に
信
を
加
へ
て
五
常
と
す
)
設
位
紀
の
経
過
中
支
那
人
は
枇
舎
を
維
持
永
続
せ
し
め
、
個
人
に
共
同
保
護
を
加
へ

王
国
を
構
成
せ
る
幾
百
高
人
の
交
際
を
使
な
ら
し
む
る
た
め
、
幾
多
の
施
設
及
風
習
を
発
達
せ
し
め
た
り
。
が
〈
て
家
族
の
結
束
と

岡
崎
組
合
、

そ
の
他
場
開
協
同
組
織
と
の
勢
力
大
た
る
に
拘
は
ら
や
¥
支
那
の
枇
舎
は
階
級
別
の
硬
化
著
し
く
砂
き
を
そ
の
特
色
と
T

り
‘
支
那
史
の
勢
明
朗
に
存
し
た
る
が
如
く
却
は
る
る
貴
族
と
庶
民
と
の
巌
別
は
、
士
口
き
以
前
大
鵠
に
そ
の
跡
を
紹
ち
た
り
、
邸
ち

そ
は
周
代
を
そ
の
終
馬
に
蹄
せ
し
め
た
る
積
年
の
動
範
に
よ
り
多
分
分
停
せ
ら
れ
、
失
い
で
叉
秦
及
漢
を
建
て
た
る
濁
裁
君
主
に
よ

り
更
に
強
く
掃
ひ
去
ら
れ
た
り
、
辞
源
封
建
の
傑
中
、
王
者
以
爵
土
奥
人
也
、
三
代
皆
有
之
、
至
周
而
共
制
盆
備
、
共
団
財
公
侯
伯
子

男
右
五
等
、
共
地
有
百
里
(
公
侯
)
七
十
旦
(
伯
)
五
十
里
(
子
男
)
之
別
、
春
秋
戟
圏
、
強
凌
弱
、
互
相
乗
併
、
天
子
不
能
制
、
及
奈

併
六
園
途
廃
其
制
と
謂
へ
る
は
是
友
り
、
是
等
二
朝
が
確
立
せ
ん
と
せ
る
専
制
主
義
に
と
り
て
世
襲
貴
族
制
は
明
か
に
一
障
碍
た
り

き
、
秦
の
官
僚
分
属
制
は
信
回
世
襲
封
建
制
に
代
れ
り
、
封
建
諸
侯
は
漢
の
初
期
諸
年
中
再
現
せ
ん
と
す
る
の
風
あ
り
し
も
、
同
朝
の

諸
帝
持
陀
武
帝
が
支
配
的
官
僚
任
命
制
を
興
し
、
門
地
よ
り
も
功
績
を
そ
の
根
碁
と
な
せ
る
こ
と
は
同
風
潮
を
阻
止

L
た
り
、
官
行

試
験
の
自
由
競
争
上
自
己
の
値
打
を
詮
明
し
得
た
る
人
々
中
よ
り
官
吏
を
鐙
衡
す
る
の
制
が
、
そ
の
後
に
於
け
る
諸
朝
に
で
も
絶
え

支
部
の
世
合
成
層

丹、

九



支
那
の
枇
合
成
居

九
O 

止
「
帯
以
展
せ
る
こ
と
は
、
世
襲
的
支
配
階
級
制
度
の
形
成
に
抵
抗
す
る
の
反
詮
と
な
り
、
そ
の
鮎
に
於
て
印
度
の
枇
曾
成
居
と
大
に
そ

の
趣
を
異
な
ら
し
め
た
り
、
砂
く
と
も
清
朝
に
於
け
る
是
等
考
試
は
門
地
を
聞
は
守
、
大
多
数
の
人
に
公
開
さ
れ
た
り
、
唯
俳
優
の

如
き
少
数
峨
業
、
有
業
者
の
み
除
外
さ
れ
た
り
。
か
〈
て
園
民
の
生
活
を
左
右
す
る
に
到
る
べ
き
智
脳
貴
族
へ
の
登
用
は
、
官
者
に

も
貧
者
に
も
一
山
械
に
開
か
れ
、

そ
の
築
士
捨
へ
る
山
中
徒
の
会
家
族
否
所
M

胸
部
品
さ
へ
も
、
期
せ
中
し
て
そ
の
以
来
春
に
均
話
し
た
り
、

明
論
的
に
は
お
、
枇
合
的
地
位
及
勢
力
が
、
最
有
能
者
に
腕
す
べ
き
一
制
皮
の
下
一
程
度
の
浮
動
性
は
存
柱
し
、
前
向
人
に
周
及
ず
ペ

〈
又
連
綿
た
る
平
準
作
用
行
は
れ
、

か
く
て
階
級
隙
壁
の
険
な
き
を
得
せ
し
め
た
り
、
加
之
支
那
の
枇
舎
に
は
以
下
説
く
が
如
青
諸

匝
分
を
生
み
し
に
拘
は
ら
中
、
交
婚
は
諸
君
羊
の
聞
に
砂
か
ら
や
結
ば
れ
、
最
も
賎
し
き
階
級
さ
へ
も
之
に
よ
り
そ
の
境
過
を
股
し
得

た
り
、
通
常
そ
の
例
を
見
た
る
が
如
く
、
帝
王
の
親
族
が
特
椛
あ
る
一
葦
を
形
成
せ
る
時
に
於
て
き
へ
、
運
命
の
狽
柴
加
盟
し
は
之
に

代
ら
し
む
る
に
他
の
支
配
者
血
統
を
以
で
し
た
り
、
部
ち
支
那
史
の
特
色
た
る
叛
逆
及
内
乱
は
除
八
刀
の
一
門
戸
を
備
は
ら
し
め
、
カ

側
る
る
人
々
は
所
謂
軍
聞
の
醗
酵
者
と
た
り
、
之
に
よ
り
て
門
地
否
教
育
と
は
無
関
係
に
先
一
関
に
立
っ
と
と
を
得
た
り
。

右
の
制
度
は
出
襲
作
用
と
し
て
の
家
門
別
邸
ち
門
聞
を
悉
く
は
除
去
す
る
こ
と
な
か
り
き
・
邸
ち
多
く
の
家
放
は
教
育
の
僻
習
、

艮
血
統
、
相
績
の
官
、
官
職
へ
の
専
心
奉
仕
を
保
持
し
、
之
に
よ
り
て
そ
の
後
育
は
考
試
殿
に
於
け
る
競
争
及
官
職
へ
の
就
任
上
決

定
的
利
便
を
侭
授
さ
れ
た
り
、
而
し
て
日
疋
等
家
門
の
家
族
は
閏
然
に

E
M附
す
る
の
傾
向
あ
り
き
、
認
に
記
憶
さ
る
べ
き
は
後
漢
の
朝

孔
子
の
血
統
に
根
ざ
し
婚
姻
に
よ
り
て
繋
き
ム
口
へ
る
特
定
有
力
家
族
目
、

一
時
の
間
一
種
の
支
配
階
級
を
形
成
せ
る
と
と
な
り
、
幾

分
か
之
に
似
た
る
武
族
制
は
漢
と
山
田
と
の
間
に
於
け
る
分
裂
時
代
中
に
起
れ
り
、
川
か
に
叉
諸
世
紀
を
通
じ
各
枇
命
日
は
諸
地
方
事
項



の
指
導
者
と
仰
が
れ
、

又
厚
遇
さ
れ
た
る
第
一
蓄
家
を
有
し
た
り
、

そ
は
一
切
の
固
に
於
け
る
が
如
く
動
揺
不
定
友
り
、

一
犬
家
輿

亡
の
諸
例
を
見
ざ
り
し
は
例
外
の
一
地
方
及
一
市
口
巴
な
り
、

そ
は
寅
地
に
諺
化
せ
る
迄
に
通
例
な
り
き
、

さ
れ
ど
他
国
少
数
父
来
親

は
幾
世
紀
を
も
通
じ
隼
崇
を
以
て
過
せ
ら
れ
た
り
、
孔
孟
の
末
車
問
は
之
な
り
き
、
又
漠
及
之
に
次
げ
る
諸
朝
は
一
一
切
の
世
襲
的
爵
位

を
決
し
て
全
域
す
る
に
は
至
ら
ぎ
り
き
、
例
令
ぱ
清
朝
は
そ
の
樹
立
の
初
め
残
存
せ
る
隼
栴
へ
の
要
請
を
可
な
り
、
英
断
的
に
清
浮

せ
る
も
、
之
に
代
り
て
問
己
の
貴
族
を
生
み
出
し
た
り
、
是
等
は
大
部
分
満
洲
人
た
り
し
も
、

多
少
の
漢
人
も
加
は
り
た
り
。

さ
れ

ど
水
川
崎
ペ
と
し
て
時
へ
ら
れ
)
符
綿
僅
少
に
限
ら
れ
し
は
、
明
か
に
世
礎
的
階
級
制
度
を
防
ぐ
ぺ
き
俵
障
と
危
れ
り
、
耐
し
て
そ
の
多

く
は
湖
人
に
よ
り
占
め
ら
れ
た
り
、
帝
闘
の
闘
相
官
は
原
則
と
し
て
一
一
等
稽
ヌ
は
数
学
隔
を
市
ぴ
.
時
あ
り
で
は
そ
の
組
先
も
数
代
の

前
に
遡
り
位
階
の
追
拾
に
」
U
そ
ρ
楽
に
均
需
十
一
る
も
、

e
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コ
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作
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L
f
E
]
吉
、
日
告
司
、
土
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工
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V
当市
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刊
に

H
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区
一

j
i
f
r
c
t
z
J
E

中
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j
l
U
F
t

然
ら
や
と
も
代
を
東
ね
る
毎
に
順
次
に
低
位
の
掌
橋
を
授
け
ら
れ
、

そ
の
家
族
が
再
度
何
等
柴
棉
友
き
も
の
に
伍
す
る
迄
及
ぼ
さ
れ

た
り
。

四

我
邦
国
勢
調
布
一
上
採
用
す
る
所
に
よ
る
に
峨
業
及
産
業
共
に
そ
の
大
別
に
よ
る
も
、
山
間
各
十
類
を
分
つ
、
然
る
に
従
前
に
あ
り
て

は
和
漢
共
に
多
数
を
占
む
る
有
業
者
群
に
就
き
侍
習
的
特
殊
等
級
別
は
附
せ
ら
れ
、
之
を
問
民
(
件
典
に
司
担
掌
邦
士
、
居
間
民
、
時
地

利
と
あ
る
は
そ
の
出
典
と
せ
ら
る
)
に
大
別
す
る
を
例
と
し
、
支
那
に
あ
り
で
は
そ
の
遺
習
今
日
迄
も
猶
浅
さ
れ
た
り
、
就
中
士
卸
ち
由
宇

者
は
第
一
位
に
沿
か
れ
た
り
、

こ
は
一
位
舎
が
砕
帯
出
さ
れ
た
る
人
道
の
教
へ
及
道
徳
を
、
荊
凶
作
せ
る
人
々
に
よ
り
統
御
さ
る
ぺ
し
と
な

す
を
、
そ
が
理
論
と
せ
る
枇
舎
秩
序
の
下
町
か
ら
、
待
望
さ
る
べ
き
所
た
り
、
撃
者
は
崇
拝
の
五
物
醐
眠
中
そ
の
一
つ
に
教
へ
ら
れ
、

支
那
の
祉
曾
成
厨

九



支
那
の
壮
曾
成
暦

九

天
、
地
、
帝
王
及
一
刑
視
に
配
せ
ら
れ
た
り
、
春
牽
が
そ
の
著
産
語
中
士
は
農
に
出
で
事
ぴ
て
時
儀
を
知
り
身
に
君
子
の
行
あ
り
、
図

に
仕
へ
て
疎
佐
世
h
k
受
〈
る
者
た
り
、
故
に
阿
民
の
上
と
な
す
と
一
一
日
へ
る
も
是
友
り
、
支
那
に
あ
り
で
も
古
代
に
あ
り
で
は
軍
人
及

製
品
刊
が
同
一
一
誌
の
下
に
組
合
は
さ
れ
た
る
の
痕
あ
り
、

さ
れ
ど
後
世
に
五
り
専
ら
之
を
叩
明
者
並
に
そ
の
中
よ
り
山
内
で
た
る
官
僚
に
使

川
す
る
の
風
漸
次
1
1
那
に
馴
致
さ
れ
、

刊
に
小
川
判
中
倫
川
道
徳
の
一
次
号
鼓
吹
し
た
る
件
象
山
及
米
一
号
引
の
町
中
風
に
劉
抗
し
、

経
済
及
財

政
政
策
を
力
説
し
た
る
永
嘉
墜
派
を
生
み
、
臼
副
議
(
京
抗
神
議
内
務
る
り
)
葉
泊
(
ホ
心
集
、
水
心
別
集
内
君
あ
り
)
開
偉
良
(
永
一
卦
先
生
八
前

部
十
り
普
ち
り
J
r
f
〉
h
F
H
吐
-
-
降
ゴ
ご
川
J

叩

r
'
p
jづ

AJrJ

」一一
J
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ρν
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持
l
t
¥
之

bqm名
一
柄
下
に
郡
山
T

し
む
る
ド
奈
川
り
し
は
日
じ
す
る
引
い
帆
あ

p

1;'> 

e['; 

持」

軍
人
及
開
明
者
に
併
用
す
る
は
戎
叫
に
於
て
特
に
徳
川
時
代
に
普
通
と
な
れ
り
、
問
中
間
は
士
の
常
る
べ
き
所
と
せ
ら
れ
、
ム
メ
及
武
の
上

遣
は
車
の
府
輸
の
如
し
と
ず
る
は
承
認
さ
れ
た
る
数
儀
と
な
り
、
そ
の
一
に
速
す
る
も
そ
の
二
に
就
き
」
向
未
熟
な
る
は
、
未
成
も
亦

甚
一
し
と
せ
ら
れ
た
り
、
現
に
春
蚕
が
そ
の
著
経
済
録
中
堅
聞
は
儒
惑
を
第
一
と
す
る
こ
と
勿
論
な
り
、
十
ー
に
は
武
曲
学
な
り
、
武
忠
一
4
1
と

い
ふ
は
孫
突
が
兵
法
軍
放
の
道
た
り
と
言
へ
る
も
之
友
ふ
り
、

さ
れ
ど
支
那
人
は
日
本
人
と
接
鰯
す
る
に
至
り
し
、

以
前
二
千
有
徐
年

来
の
文
明
開
化
を
有
し
、

そ
の
太
古
丈
明
は
爾
来
総
る
こ
と
た
〈
支
那
人
に
よ
り
完
全
又
高
能
と
せ
ら
れ
、
後
材
向
砕
け
又
移
植
せ
れ

た
る
進
歩
も
砂
し
と
せ
ざ
り
し
に
拘
は
ら
示
、
文
明
の
基
調
は
常
に
乙

L
に
長
か
れ
た
り
。
而
し
て
皐
問
を
修
得
せ
る
者
の
割
合
甚

だ
少
〈
、
そ
の
他
大
多
数
の
諸
業
従
業
者
及
一
般
公
衆
は
慨
し
て
蒙
昧
無
教
育
の
欣
況
を
積
け
し
た
め
、
惨
(
方
の
疎
隔
を
一
唐
醤
し

か
ら
し
め
た
り
、

又
官
僚
は
上
述
の
如
〈
皐
者
に
伍
せ
ら
れ
し
も
、
屡
々
商
人
と
婚
を
通
じ
で
撃
者
の
下
に
立
つ
の
感
を
費
え
し
め

た
り
、
而
し
て
古
く
よ
り
忍
税
の
賦
課
、
事
富
民
法
の
悪
用
行
は
れ
、
後
世
に
至
。
折
出
銭

(
齢
源
中
遁
考
に
披
p
設
〈
所
に
よ
る
に
、
宋

高
宗
崎
、
凡
和
買
刺
絹
、
蔵
徳
一
一
白
十
七
寓
明
、
毎
回
折
納
銭
雨
子
、
以
国
畑
、
謂
之
折
吊
銭
と
せ
り
)
和
買
〔
宋
代
の
制
、
春
の
乏
絡
の
時
に
岡
嘩
山
一



鋳
を
民
に
貸
し
、
夏
秋
に
歪
り
て
絹
を
官
に
轍
せ
し
む
る
を
い
ふ
)

等
の
枇
政
を
生
み
し
は
、
永
く
官
僚
の
腐
敗
、
財
閥
の
撞
頭
を
見
る
に

主
り
し
こ
と
弘
、
関
係
な
し
と
す
る
を
得
ざ
ら
ん
、
唯
そ
の
問
所
謂
曲
学
業
を
殆
ん
ど
一
階
級
に
調
占
し
た
る
が
た
め
に
、
事
問
を
特

殊
の
方
向
に
歪
曲
せ
し
め
、
諸
弊
を
枇
舎
に
流
す
の
事
由
と
た
り
し
は
日
支
同
一
た
り
。
四
民
の
等
級
中
第
二
位
に
ゐ
か
れ
し
は
最

民
な
り

人
類
が
生
命
の
資
と
仰
ぐ
ぺ
き
食
を
産
し
、

上
に
よ
り
て
食
む
者
な
れ
ば
友
り
、

ヱ
は
嬰
事
を
執
り
共
の
力
に
よ
り
て

食
む
、
故
に
共
の
位
農
に
次
ぐ
、
行
き
て
貨
射
を
通
守
る
は
商
坐
し
て
然
る
は
貰
た
り
・
商
買
は
他
人
勤
労
の
果
物
を
交
易
す
る
と

と
に
よ
り
利
摘
し
、
衣
食
の
計
を
立
つ
る
者
な
る
に
よ
り
四
民
の
下
と
せ
ら
れ
た
り
。

か
く
て
印
民
に
於
け
る
が
如
き
階
級
鍛
別
を
見
ざ
り
し
支
那
に
て
も
、
現
時
に
於
け
る
が
如
〈
帥
刷
業
に
貴
践
に
別
な
し
と
す
る
の

引ゴヘ
1
7

弘司、
E
-
L
T
け
号
、
日
出
こ
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一
一
司
¥
り
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士
者
一
事
也
、
執
事
而
食
於
梨
、
不
求
除
利
"
消
之
主
由
同
設
校
四
民
最
賞
官
、
農

用
力
多
而
得
利
少
、
故
火
貴
、

工
は
利
多
き
こ
ル
」
血
廷
に
勝
り
、
商
は
以
智
射
機
利
、
利
を
得
る
と
と
常
に
多
雪
を
以
て
最
も
践
し
と

し

一
般
論
と
し
て
得
利
之
難
而
少
者
黄
、
得
利
之
易
而
多
者
賎
自
然
之
勢
也
、
得
之
之
難
者
、
喪
之
亦
難
、
得
之
之
易
者
、
喪
之

亦
易
、
必
然
之
理
也
と
せ
り
。
引
い
て
又
農
雌
貧
窮
未
郎
至
破
家
、
買
則
令
一
敗
塗
地
者
也
、
此
雄
日
剥
之
験
也
と
し
、
或
は
民
性
を

論
じ
て
念
乎
欲
高
、
是
を
以
て
農
を
捨
て
商
エ
に
趨
る
者
多
し
と
適
切
に
言
へ
る
も
、
所
朝
間
自
然
之
勢
と
し
必
然
之
理
と
せ
る
所
に

至
り
で
は
柳
か
疑
た
き
能
は
や
、
蓋
し
脱
泣
比
百
通
に
最
大
多
数
の
最
大
幸
臓
を
謀
る
の
意
と
解
せ
ら
る
、
功
利
主
義
(
支
那
に
て
は
事

功
主
於
経
世
、
功
利
主
於
自
私
、
ニ
者
似
一
古
川
賞
ニ
と
の
用
例
あ
る
も
必
ず
し
も
一
定
せ
ぎ
る
が
如
し
)
に
玄
脚
し
て
英
園
に
起
り
し
経
済
皐
理

よ
り
せ
ん
か
、
人
の
欲
望
又
は
願
望
を
充
た
し
得
べ
き
も
の
は
凡
て
穀
用
を
有
す
、
数
閉
の
有
無
多
少
丈
け
に
立
脚
し
て
議
す
る
限

り
、
貴
穀
賎
貨
、
衰
を
本
業
と
す
べ
き
理
由
な
し
、
治
闘
の
見
地
に
立
ち
て
議
す
る
に
よ
り
始
め
て
之
を
本
業
と
す
べ
き
の
み
、
そ

支
那
の
枇
曾
成
暦

二
九
三



支
那
四
世
曾
成
暦

ブし
四

は
天
の
時
に
待
つ
所
多
く
地
庄
の
究
め
に
力
を
労
し
、

人
命
を
抽
出
ぐ
べ
き
食
物
生
産
を
主
と
す
れ
ば
左
り
、
加
之
脊
萎
誠
ぜ
る
が
如

く
農
非
徒
潟
地
利
也
、
寅
共
士
山
也
、
詳
一
一
己
せ
ん
か
(
一
)
民
農
則
僕
、
僕
則
易
問
、
易
問
則
遊
境
安
、
主
位
得
、

c
c
民
農
則
一
阜
、
品
川

則
少
私
義
、
私
義
少
則
公
法
立
、
力
事
一
、
(
一
二
)
民
農
則
共
産
復
、
共
産
復
則
重
従
、
重
徒
則
死
共
庭
而
無
或
慮
と
す
べ
く
、
他
州

商
工
に
就
き
で
は
好
智
則
多
詐
、
訴
多
則
巧
法
令
、

以
是
国
刷
非
、
以
非
偽
是
と
し
、

和
漢
儒
者
の
聞
に
普
泊
た
り
し
傘
農
誌
を
代
表

的
に
主
張
せ
り
。
岡
家
構
成
の
と
要
分
子
と
し
て
又
そ
の
猫
産
上
琵
ん
や
ぺ
き
同
氏
を
、
消
費
の
主
鴨
た
る
一
般
民
家
と
針
文
せ
し

め
、
大
凶
ナ
(
附
博
之
十
意
中
)
に
生
之
者
求
、
食
之
者
来
、
成
之
者
疾
、
印
之
者
節
、
則
財
一
但
足
突
と
あ
る
は
一
在
意
す
べ
き
一
一
昌
設
な
り
、

cczmE
は円一
A

を
引
用
し
商
工
の
賞
際
事
務
に
闘
し
、
孔
子
の
説
く
所
は
大
部
分
平
凡
た
ら
や
ん
ば
謬
論
た
り
と
す
る
の
例
設
に
佐
川

し
た
り
、
素
よ
り
貨
物
の
生
産
者
が
過
半
数
た
り
、
消
費
者
が
過
少
数
た
り
と
せ
ば
、
可
能
的
に
利
し
得
ぺ
き
一
部
民
衆
は
少
数
た

る
べ
く
、
加
之
同
聖
人
の
訓
一
吉
に
従
ひ
そ
の
使
用
上
節
倹
に
努
め
、
産
物
に
叫
劃
す
る
需
用
を
更
に
減
せ
し
め
た
り
と
せ
ば
特
に
然
り

と
す
ぺ
き
や
、
需
則
供
給
の
理
に
照
し
て
推
断
し
得
べ
き
所
た
る
も
、
右
の
一
節
に
就
き
で
は
別
に
向
考
ふ
ぺ
き
も
の
あ
り
、
印
e
h
J

朱
烹
集
註
中
同
節
に
就
き
て
引
け
る
目
氏
の
言
に
照
し
て
之
を
想
ふ
、
呂
氏
目
、
回
無
遊
民
、
則
生
者
衆
突
朝
無
幸
位
、
則
食
者
寡

主
人
、
不
奪
農
時
、
則
矯
之
疾
突
、
量
入
潟
出
、
別
用
之
島
M

突
と
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
儒
単
一
・
の
一
先
駆
者
た
り
し
林
道
春
が
、
一
正
和

六
(
一
六
二
O
)
年
の
践
女
を
閉
す
る
自
著
庖
一
一
一
回
抄
中
、

「
子
を
遊
ば
し
め
て
徒
ら
を
す
る
故
に
遊
民
と
一
玄
」
「
出
家
沙
門
も
遊
民
の
類

也
」ー

「
幸
位
と
は
上
る
ま
じ
き
者
の
位
に
在
を
云
、

時
の
寵
愛
に
よ
り
一
才
智
も
友
〈
て
官
位
に
あ
が
れ
ば
数
多
の
俸
鵡
を
つ
い
や

す
」
と
の
解
楳
を
付
し
後
世
山
学
者
に
よ
り
敷

'ω
詳
説
せ
ら
る
L

の
一
源
泉
を
停
へ
た
り
、
此
註
制
作
に
鑑
み
又
そ
の
言
が
農
業
本
位
の

時
代
に
愛
せ
ら
れ
し
を
想
は

r
、
前
記
の
評
は
必
や
し
も
常
ら
や
と
す
る
を
得
ん
。
現
に
春
事
の
附
設
す
る
所
に
よ
る
に
費
景
公
好



戯
、
愛
優
設
、
予
之
回
、
如
上
士
之
株
、
長
子
之
を
誠
め
し
所
に
よ
る
に
、
人
君
宥
膿
を
好
み
用
不
足
す
る
に
至
り
、
民
に
索
む
る

こ
と
多
き
を
加
ふ
る
も
向
不
仁
と
す
べ
き
に
‘
今
君
賜
優
護
以
町
、
是
使
農
戴
臨
時
工
也
、
夫
同
晴
雄
新
而
不
加
諸
首
、
若
君
之
所
潟
、

日
疋
謂
冠
履
倒
賓
と
せ
る
を
皐
げ
、
そ
の
後
景
公
魯
君
に
舎
せ
る
際
、
費
俳
優
保
儒
を
し
て
前
に
戯
れ
し
め
し
に
首
り
、
品
目
君
に
従
び

し
神
尼
は
匹
夫
突
侮
諸
候
者
、
罪
際
談
、
請
右
司
馬
速
加
刑
吾
川
と
臼
へ
る
よ
り
、
乃
斬
保
儒
、
首
足
異
慮
と
偉
へ
た
り
、

口
に
規
氏

愛
農
を
力
説
し
つ
-
h

事
賃
上
氏
の
生
命
を
土
芥
と
同
親
し
、
そ
の
刑
罰
残
虐
を
極
む
る
は
、
既
に
太
古
事
一
賢
の
世
を
去
る
こ
と
近
き

時
代
に
、
資
す
る
と
と
を
窺
は
し
む
る
は
深
〈
注
意
す
ぺ
し
。
而
し
て
南
支
郊
海
の
小
舟
内
に
住
め
る
人
々
、
資
春
婦
、
官
官
、
街

門
に
川
町
け
る
走
卒
及
奴
隷
等
が
俳
優
と
等
し
〈
、
後
世
に
豆
り
四
日
パ
外
に
於
て
、
枇
合
目
的
に
著
し
く
劣
位
に
あ
り
と
せ
ら
れ
し
は
、

右
詑
き
京
市
れ
る
所
に
附
…

L
.
興
多
く
感
ぜ
ら
る
L
所
な
り
。

王i

支
那
は
臣
民
の
同
出
解
せ
ら
れ
ぎ
り
し
多
く
の
砲
細
亜
諸
固
と
同
風
に
奴
隷
を
宿
し
た
り
、

さ
れ
ど
そ
の
奴
隷
制
は
羅
烏
帝
岡
に

於
け
る
が
如
く
、
庚
〈
行
渡
り
叉
瀬
著
な
り
し
が
如
き
と
と
支
那
に
は
存
せ
ざ
り
し
に
似
た
り
、
又
そ
の
奴
隷
は
通
則
と
し
て
西
洋

の
あ
ら
ゆ
る
自
由
本
能
と
は
正
に
抵
燭
し
、
奴
隷
制
が
自
由
の
旗
憎
の
下
巣
籍
り
を
強
び
ら
れ
た
る
静
岡
に
於
け
る
よ
り
も
、
一
専
制

的
東
洋
に
て
は
寛
大
に
取
扱
ば
れ
た
り
、
人
は
そ
の
反
封
を
以
て
通
例
た
ら
ん
と
期
待
す
べ
き
も
そ
は
然
ら
や
。

西
洋
に
於
て
個
人
と
し
て
の
諸
榛
利
と
解
せ
ら
る
L
が
如
き
も
の
は
由
来
支
那
人
に
よ
り
知
ら
れ
や
、
個
人
は
家
族
の
一
員
に
過

ぎ
や
し
で
そ
の
家
族
は
祉
舎
の
翠
位
た
り
、
ウ
坑
族
の
諸
員
は
圏
周
家
族
の
細
片
に
外
在
ら
や
、
而
し
て
奴
隷
は
そ
の
奴
隷
と
し
て
の

存
在
上
こ
の
家
長
制
の
支
配
に
負
ふ
所
あ
り
、
普
通
に
奴
隷
自
身
に
よ
り
裁
制
し
得
ざ
る
諸
事
情
に
よ
り
一
家
族
よ
り
斥
ぞ
け
ら
る

支
那
の
祉
曾
成
層
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れ
ば
、
他
の
家
族
に
引
取
ら
る
。

諸
費
動
が
西
洋
よ
り
鷲
ら
さ
れ
し
間
際
に
於
て
も
、
奴
隷
は
殆
ん
ど
全
く
家
事
に
限
ら
れ
た
り
、
大
地
主
存
し
た
り
と
し
て
も
そ

の
敏
は
砂
〈
、
不
自
由
持
働
に
よ
り
耕
や
さ
れ
し
も
の
殆
ん
ど
な
し
、
奴
隷
存
し
た
り
と
し
て
も
そ
は
主
と
し
て
所
帯
の
雑
役
に
使

は
れ
た
り
、
叉
奴
隷
制
は
米
闘
に
そ
の
例
あ
る
が
如
く
人
種
別
と
組
合
は
さ
る
L

乙
と
友
か
り
き
、
奴
隷
の
多
く
は
模
人
種
に
属
す

る
個
人
に
し
て
何
か
の
不
運
通
常
は
終
桝
上
の
非
運
に
よ
り
、

そ
の
欣
態
に
陥
ゐ
れ
る
者
犬
。
し
に
似
た
り
、
俄
A
V
ぽ
貧
者
は
特
に

飢
僅
に
際
し
て
そ
の
娘
を
賓
り
得
た
り
、
従
事
の
奴
隷
と
し
て
多
数
を
占
め
し
は
女
特
に
少
女
友
り
、
少
女
は
少
童
よ
り
も
低
昔
も

の
と
せ
ら
れ
し
よ
り
、
家
族
に
よ
り
最
初
に
寅
ら
れ
た
り
、
夫
等
少
女
は
刻
苦
の
生
活
を
送
り
し
も
之
が
苛
酷
な
る
使
役
に
就
き
て

i土

T

般
輿
論
の
制
裁
加
は
れ
り
、
奴
隷
た
る
少
女
は
妾
に
移
さ
る
h

を
得
た
る
も
、

一
居
頻
繁
に
は
隣
家
の
一
居
貧
困
な
る
男
子

の
安
り
去
る
所
と
友
れ
り
。

因
み
に
注
意
す
べ
き
は
、
殆
ん
ど
一
切
の
買
春
婦
が
、
そ
の
寄
寓
せ
る
融
業
家
宅
告
業
人
た
る
主
婦
の
、
財
産
と
し
て
の
奴
隷
た

る
と
と
な
り
、
屡
々
誘
拐
さ
れ
た
る
、

或
は
彼
等
を
し
て
た
針
仕
事
に
営
ら
し
め
ん
と
の
口
餌
に
欺
か
れ
て
、

そ
の
管
業
に
主
鬼

婆
の
手
掛
み
に
丸
め
込
ま
れ
し
も
の
た
り
、

か
〈
て
全
く
か
ミ
る
枇
曾
害
識
の
網
幕
裡
に
閉
寵
め
ら
れ
、

よ
り
て
そ
の
主
婦
の
脅
迫

威
嚇
の
下
に
凌
辱
せ
ら
る
、
さ
れ
ば
香
港
に
於
け
る
が
如
く
向
性
質
の
公
認
娼
家
に
は
、
悉
く
寓
人
自
由
た
り
と
の
告
知
掲
示
せ
ら

れ
、
叉
一
旦
そ
の
非
を
耳
に
せ
ば
之
が
模
利
向
復
に
営
る
を
そ
の
任
務
と
せ
る
支
那
官
憲
の
許
に
、
娼
婦
は
行
き
て
曾
見
す
る
の
自

由
を
、
理
論
的
に
有
す
る
の
事
賓
あ
る
に
拘
は
ら
や
、
娼
婦
の
数
多
け
れ
ば
多
き
程
、
自
己
の
穫
利
を
岡
敬
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
愈
・
4

稀
-
丘
町
り
、
偶
々
官
憲
の
前
に
現
は
れ
で
も
そ
の
娼
婦
は
、

一
律
に
任
意
に
か
L

る
生
涯
に
就
け
り
ん
ご
一
一
一
回
ふ
、
之
を
普
通
移
民
と
し
て



海
外
に
渡
航
せ
ん
と
す
る
各
支
那
婦
人
に
就
き
て
見
る
も
、
行
か
ん
と
す
る
の
意
あ
る
や
否
や
を
尋
問
吟
味
ぜ
ら
る
与
に
営
り
、
そ

の
意
に
反
し
渡
航
せ
し
め
ら
る
L
に
拘
は
ら
や
、

そ
の
自
由
を
取
戻
す
の
機
舎
を
利
用
せ
ん
と
す
る
者
殆
ん
ど
な
し
、
人
身
自
由
の

概
念
何
た
る
か
、
女
性
に
闘
す
る
臣
氏
の
自
由
何
た
る
か
を
支
那
民
衆
に
教
へ
込
む
迄
に
は
、
向
幾
多
世
紀
を
要
す
る
に
似
た
り
、

凡
そ
斯
〈
の
如
き
は
困
却
し
て
中
夏
の
誇
り
乎
否
乎
。

六

乞
食
は
そ
の
数
可
な
り
彩
し
〈
枇
舎
の
一
分
子
と
し
て
よ
く
法
認
さ
れ
た
り
、
原
則
と
し
て
去
の
境
遇
は
悲
惨
段
り
も
庶
民
は
稽

々
の
原
因
に
よ
り
乞
食
に
逐
は
れ
た
り
、
多
数
の
場
合
疾
病
叉
は
災
難
は
そ
の
躍
災
者
を
し
て
、
普
通
の
傭
は
れ
口
に
就
く
の
能
力

な
き
に
五
ら
し
め
、

又
金
銭
K
の
快
助
を
胆
(
へ
得
べ
き
友
人
又
は
家
族
伊
一
有
せ
J
r
'
と
せ
ば
、
乞
食
生
活
は
機
b
f
一
沌
さ
る
h

の
唯
一
一
地

亡
所
と
左
れ
り
、
盲
人
は
特
に
不
幸
左
り
き
、
そ
の
数
基
だ
多
〈
彼
等
を
世
話
す
る
の
公
共
施
設
全
く
存
せ
や
、
読
む
こ
と
を
教
へ

得
ぺ
き
何
等
の
事
校
も
存
せ
ざ
り
き
、
多
〈
と
も
路
岡
崎
の
護
人
、
話
し
出
家
、
又
は
繁
人
と
し
て
窮
乏
の
生
存
を
か
ち
得
た
る
に
過

F

事
、
又
多
く
の
乞
食
は
支
部
陀
催
め
て
繁
き
飢
鐘
の
た
め
に
そ
の
境
遇
に
入
れ
り
、
乞
食
は
時
に
は
一
時
凌
ぎ
と
し
て
然
る
も
、
他

の
揚
合
に
は
永
久
的
又
職
業
的
と
せ
ら
れ
た
り
。

枇
舎
に
於
け
る
他
の
匝
分
も
猪
別
に
存
し
た
り
、
客
家
と
そ
の
隣
人
と
の
医
別
、
同
数
徒
と
非
同
数
徒
と
の
国
別
、
漢
人
と
土
鐙

種
族
L
」
の
匝
別
あ
り
、
叉
移
し
き
地
方
的
感
情
は
存
し
た
り
、
他
省
に
住
め
る
一
省
の
出
生
省
は
屡
え
闘
人
と
殆
ん
ど
同
視
さ
れ

た
り
、
省
意
識
は
俵
令
ぽ
雨
湖
及
庚
東
の
一
部
地
方
に
て
は
、
他
地
方
忙
於
け
る
よ
り
強
し
。

セ
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支
那
白
一
世
舎
成
麿

プし
八、

人
と
人
と
の
闘
係
、
固
と
図
と
の
闘
係
、
自
然
と
人
と
の
関
係
、
倶
忙
易
に
托
せ
ら
る
L
も
、
雑
事
重
ん
や
べ
き
は
人
と
自
然
と

の
闘
係
に
あ
り
と
せ
ら
る
、
歴
代
帝
穫
の
伸
張
と
農
民
の
牟
重
叉
努
卒
と
を
北
町
本
と
し
、
成
立
せ
し
主
た
る
枇
命
日
成
居
に
就
き
、
多

少
の
緩
和
作
用
も
支
郊
に
存
せ
や
と
は
せ
ざ
り
き
、
今
諸
成
居
を
略
絞
L
来
れ
る
後
を
承
け
、
簡
単
に
之
に
鏑
れ
ん
と
欲
ナ
。

枇
舎
の
不
幸
者
に
針
し
公
私
的
に
多
少
の
注
目
は
加
へ
ら
れ
し
も
、
慈
善
は
脱
近
西
洋
否
中
世
の
欧
洲
に
於
て
さ
へ
、
見
た
る
が

如
き
大
施
設
を
築
く
こ
と
な
か
り
き
、
可
な
り
多
く
の
都
市
に
は
葉
子
に
と
り
て
の
病
院
あ
り
、
そ
の
一
部
は
私
人
の
寄
附
及
閥
格

け
札
よ
む
文
へ

ι~れ
.
腕
蹴
は

E
A
銑
氏
の
托
め
に
仰
さ
れ
た
り
、
飢
健
救
油
相
は
私
の
機
関
及
政
府
に
よ
り
行
ば
れ
た
り
、
固
ま
穀
倉

は
古
く
よ
り
特
に
急
性
窮
乏
を
救
ふ
の
方
使
と
せ
ら
れ
た
り
、
多
少
の
避
難
所
は
癒
病
患
者
が
隔
離
さ
れ
得
ぺ
き
斯
に
支
持
せ
ら
れ

看
護
は
そ
の
患
者
に
加
へ
ら
れ
た
り
。
乞
食
は
吐
舎
へ
の
請
求
擦
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
、
商
屈
主
の
如
き
有
産
者
よ
り
規
則
五

し
き
寄
附
を
受
く
る
の
榛
利
は
、
風
習
上
乞
食
の
圏
鱒
組
織
に
許
さ
れ
た
り
。
他
国
人
の
困
窮
に
針
す
る
多
大
の
冷
酷
多
〈
の
残
忍

も
存
し
た
り
、

と
は
第
十
八
及
十
九
世
紀
の
人
道
漣
動
以
前
に
於
け
る
西
洋
を
追
想
せ
し
む
。
救
済
の
た
め
の
諸
活
動
に
駆
ら
し
む

ぺ
き
諸
動
機
は
別
に
叉
之
に
混
ぜ
ら
れ
た
り
、
部
分
的
に
は
人
の
親
切
よ
り
湧
く
べ
き
天
賦
の
人
情
、
部
分
的
に
は
末
来
生
活
の
た

め
陰
徳
を
積
む
の
希
望
、
(
偶
数
よ
り
移
入
)
、
部
分
的
に
は
孔
子
毅
に
よ
り
鼓
吹
さ
れ
た
る
諸
標
準
、
部
分
的
に
は
乞
食
組
合
へ
の
支

出
金
に
そ
の
例
を
見
る
が
如
く
、
不
運
者
よ
り
更
に
後
八
刀
の
要
請
に
過
ふ
と
と
を
売
が
れ
ん
B

と
す
る
の
希
望
の
如
き
然
り
と
す
。

予
弱
冠
に
し
て
京
都
の
地
を
踏
み
し
以
後
そ
の
都
市
内
又
郊
外
に
就
き
見
聞
し
得
た
る
所
と
、
以
上
一
葦
帯
水
を
隔
て
た
る
警
隣

の
世
相
と
し
て
設
き
来
れ
る
所
を
川
県
し
来
る
際
、
考
を
そ
の
異
同
に
及
ぽ
し
感
慨
無
量
な
る
と
共
に
経
済
阜
、
枇
合
同
地
下
の
見
地
よ
り

概
ぜ
る
支
那
研
究
盆
々
忽
が
せ
に
し
難
き
を
想
ふ
。
(
完
)


